
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の第１０３回全国高校野球選手権大会の選手宣誓は小松大谷（石川県）の木下仁緒（にお）

主将が務めました。表情を引き締め、マイクの前へ駆け足で進みました。「1年前、甲子園という夢

がなくなり、泣き崩れる先輩たちの姿がありました」。新型コロナに揺れた高校生活に触れこう続け

ました。「しかし、私たちはくじけませんでした」。そして「友の笑顔に励まされ、家族の深い愛情に

包まれ、世界のアスリートから刺激を受け、一歩一歩歩んできました」と力強く語りました。原稿は

学校の国語科の教諭数人に相談しながらまとめたそうです。「人々に夢を追いかけることの素晴ら

しさを思いだしてもらうために、気力、体力を尽くしたプレーで、この夢の甲子園で高校球児のまこ

との姿を見せることを誓います」と締めくくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、甲子園での大会は中止となりました。そこで、

選抜出場校（春の大会に出場する予定だった学校）による交流試合が行われました。8月10日よ

り開幕した2020年甲子園高校野球交流試合。試合に先立って、9時15分より開会式が行われま

した。出場する全32校の紹介等を終えた後、初日の第1試合に登場する花咲徳栄の井上 朋也主

将と大分商の川瀬 堅斗主将による選手宣誓が行われました。以下、選手宣誓全文です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ智辯和歌山ナインは「No.1ポーズ」をしなかった？指揮官は選手をリスペクト 

８月29日、第103回全国高等学校野球選手権の決勝戦が行われました。智辯和歌山と智辯学

園による兄弟校、2002年以来となる「智辯」対決は、智辯和歌山に軍配が上がりました。ただ優

勝を決めた瞬間、選手たちはマウンドに歓喜の輪を作ることをしませんでした。 

21年ぶりの悲願にチーム関係者のみの静かなスタンドからは大きな拍手が鳴り響きましたが、

選手たちはマウンドに集まってNo，1ポーズをとりませんでした。このことについて宮坂 厚希主将

は優勝インタビューで「相手もいますし、礼に始まり礼に終わるというのがありますので、礼が終わ

ってから喜ぼう」という判断のもとで取った行動だと話していました。 

「礼に始まり、礼に終わる」というのは、普段から中谷監督から指導されてきたことの1つとのこ

とです。実はマウンドに集まることについて、中谷監督と選手間で話をしていたといいますが、この

シーンに中谷監督は尊敬の念を抱いたそうです。 

「時代の流れがあるので、この状況で集まるのはどうなんだと話していたんです。ただ、僕もそう

でしたが、甲子園のマウンドで歓喜の輪を作ることに憧れとか夢をもっていたので、選手たちには

考えてみるように、とまでしか話していませんでした。それで導き出した答えがあの行動でした。本

来ならマウンドで喜ぶことに憧れがあった選手もいたと思いますが、そこを我慢した選手たちを尊

敬します」 

宮坂主将は今回のことに関して「大会本部からは決まりなどは言われませんでしたが、集まらな

い方がいいだろう」とチーム全員が納得したうえでNo.1ポーズをマウンドで取らなかったそうです。 

ただ、試合終了の挨拶が終われば、高校生らしく喜ぶシーンも見られました。喜びを分かち合う

NO.1を取りませんでしたが、心の奥底では優勝に非常に喜んでいました。新型コロナウイルスで

我慢をせざるを得なかった世代のはずですが、培った心の強さをもって、No.1ポーズを自粛した

智辯和歌山が優勝の歓喜を作らない代わりに、人としての成長を示した一瞬でした。 

お ぐ ら 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
＜校訓＞ 
自主 
創造 
協力 
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甲子園で選手宣誓「私たちはくじけない」小松大谷主将 

選手宣誓全文 
 
宣誓。２年ぶりの夏の甲子園。世界に広がる困難な波に普段の生活すらできなくな
った人が多くいます。 
私たちも学校生活、部活動が２年前とは全く違ったものになりました。１年前、甲子
園という夢がなくなり、泣き崩れる先輩たちの姿がありました。しかし、私たちはくじけま
せんでした。 
『思いを形に』その言葉を胸に、自分の目指すべき道を定め、友の笑顔に励まされ、
家族の深い愛情に包まれ、世界のアスリートから刺激を受け、一歩一歩、歩んできまし
た。 
人々に夢を追いかけることの素晴らしさを思い出してもらうために、気力、体力を尽
くしたプレーで、この夢の甲子園で高校球児の真（まこと）の姿を見せることを誓いま
す。 
２０２１年８月１０日 選手代表 小松大谷高等学校野球部主将 木下仁緒 

私たち高校球児は夢の舞台・甲子園に立つことを目指し、仲間とともに励まし合い

ながら心技体を鍛えてきました。新型コロナウイルスとの戦いや度重なる大規模な豪
雨災害の中を復旧・復興など厳しく不安な状況下で生活している方もたくさんおられ
ます。そのような社会不安がある中で都道府県の独自大会、そして、この 2020年甲子
園高校野球交流試合を開催していただけることによって再び希望を見出し、諦めずに
ここまで来ることが出来ました。 

1人 1人の努力が皆を救い、地域を救い、新しい色を作ります。創造、挑戦、感動。
今、私たちにできることは 1球を直向きに追いかける全力プレーです。交流試合の開
催や日々懸命に命、生活を支えてくださっている皆様への感謝の気持ちを持ち、被災
された方々をはじめ多くの皆様に明日への勇気と活力を与えられるよう、選ばれたチ

ームとしての責任を胸に、最後まで戦い抜くことをここに誓います。 

 

２０２０年８月１０日 選手代表 大分商業高等学校 野球部主将 川瀬 堅斗 

花咲徳栄高等学校 野球部主将 井上 朋也 


